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１．研究開発の目的 

生物によるがん検査における機序解明、他疾患の影響 

 

２．研究開発の概要 

生物によるがん検査における機序解明のために、尿中代謝物の網羅的解析を行い、健常者とがん患者

で有意な差があるかについて検討した。また、文献調査による代謝経路解析を行ないながら、糖尿病の

ような他疾患の影響を検討した。 

 

３．研究開発の成果（平成 27 年度） 

生物によるがん検査機序解明のために、平成２７年度プロジェクトでは、健常者１５名、大腸がん患

者１５名、乳がん患者１５名の購入尿検体を用いて、液体クロマトグラフ質量分析計（ＬＣ／ＭＳ）に

よる尿中代謝物の網羅的解析を実施した。この解析では、複数の分離モードと正負イオン測定を用い、

できるだけ数多くの尿中代謝物を検出するようにした。この解析結果を用いて、健常者に対してがん患

者で有意に存在量が増減している代謝物を特定した上で、機械学習によりその重要度を評価し、主成分

解析を行なった結果、尿中代謝物によっても、マルチバイオマーカを用いることにより、健常者、大腸

がん患者、乳がん患者が識別できる可能性があることを見出した。また、ＬＣ／ＭＳによる解析の結果、

構造が確認できた代謝物については、代謝経路解析により存在量増減の妥当性を確認した。構造未知の

代謝物についてもＭＳスペクトル、ＭＳ／ＭＳスペクトルからその構造を推定した。 

以上の結果は、生物が健常者尿とがん患者尿を嗅ぎ分けるひとつのエビデンスになると考えている。

また、他疾患の影響であるが、糖尿病などの代表的な疾病について文献調査を行なったところ、がんと

糖尿病では代謝経路が異なり、生物ががんのみを嗅ぎ分けている可能性があることが示唆された。 

当該プロジェクトは平成２７年度ＡＣＴ－ＭのＦＳという形で半年間実施した。研究成果である尿検

体によるがん検査の社会的意義を確認するため、ＡＭＥＤご了解のもと、共同提案機関の住商ファーマ

インターナショナル株式会社と連名でプレス発表を実施した（平成２８年６月１４日）。この発表は大き

な反響を呼び、多数の医療機関、保険会社、検査会社などからのお問い合わせをいただいた。これまで

のがんの体外診断は、血液中の蛋白質、核酸、細胞をバイオマーカとした方法が主流であり、尿中代謝

物は血液中の老廃物と考えられ、がんのバイオマーカとしてあまり検討されて来なかったが、今回のプ

ロジェクトで、“尿によるがん検査”という大きな可能性を見出すとともに、それが大きな社会的価値を

有することが確認できたことの意義が大きかったためと考えられる。当該発表により、現在、外部の医

療機関と連携することができ、実用化に向けて臨床研究を大きく加速している状況にある。 

以上 


